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平成9年 11月 12日

日本原子力産業会議

国際原子カフォーラムシンポジウム

地球温暖化防止と代替エネルギー ____

地球温暖化防止に向け様々な努力が求められる中、化石燃料への依存の軽減も重要な方策

の 1つである。化石燃料を含む既存のエネルギーの効率的な利用もさることながら、温室

効果ガスを大量に排出しないエネルギーの導入、利用が必用とされる。また、エネルギー

節約を意識した生活スタイルを築くことは、エネルギーを大量に消費している先進国の責

任でもある。

このシンポジウムでは、原子力を含む化石代替エネルギーの専門家が一同に会し、地球

温暖化防止に向けたそれぞれの立場、努力を相互に確認すると同時に、原子力懐疑派も含

む議論により代替エネルギー開発、利用における課題、問題点を検討する。また、一般市

民、NGOの 積極的な参加により、ライフスタイルの変革、省エネルギーの努力の必要性

を再確認しつつ、地球温暖化防止に向けて、エネルギー技術の高度化、化石燃料に代わる
エネルギー開発・利用の重要性を認識する機会とする.

協賛

平成 9年 12月 5日 (午前 9時～午後 4時 30分 )

京都宝ヶ池プリンスホテル「ゴール ドルーム」

国際原子カフォーラム :日 本原子力産業会議、ウラン協会、フォーラトム (欧 )、

原子カエネルギー協会 (米 )

新エネルギー財団、地球環境産業技術研究機構

数 :250名参加人

構成 :

09:00 議長開会挨拶 (議長 :今井隆吉・杏林大学教授)

09:15 特″J講演「21世紀の環境問題とエネルギー」 (講演者 :近藤次郎・地球環境産業

技術研究機構研究所長)

地球温暖化とは何か、文明社会はどう対応すべきかを大局的に説明した後、具

体例として、化石代替エネルギーが温暖化問題の効果的解決手段となるための

方策と理念を概説。

10:00 パネル発表 1

地球温暖化防止に向けた再生可能なエネルギーの技術開発と利用の展望を紹

介。化石代替エネルギーを何に求めるか、また炭酸ガス排出問題を効果的に解
決するための技術と諸般の処方箋は。

<パネル>
藤井石根 (太陽エネルギー学会、会長)

千本倖生 (エコパヮー、会長)

時

所

催

日

場

主



S.シ ヨーン (世界自然保護基金、温暖化問題担当部長)

D.ヘイ ドロフ (ア メリカンエレクトリックパヮー、環境問題担当部長 )

11:00 コーヒーブレイク

11:15 パネル発表2(議長 :G.ク ラーク・ウラン協会事務局長)

炭酸ガスを排出しない、しかも大規模かつ安定供給が可能なエネルギーとして、
原子力は利用されてきている。各地域、各国が抱える諸事情を鑑みながら、各
フォーラムが、原子力の役割と地球温暖化対策としての期待を説明。

基調講演「OECD諸 国の原子力による炭酸ガス排出削減の効果」 (L.エチ

ャバリ・OECD/NEA事 務局長)

OECD加 盟国内では、早くから地球温暖化問題に取組んできた国もあり、そ
こでは、原子力が炭酸ガス削減に大きな貢献をしている。OECD以 外の国々

でも、エネルギー供給と環境との調和をもとめて、原子力の開発を進める傾向
がある。化石代替エネルギーとしての原子力の重要性を包括的に観る。

<パネル>
N.チェンバレン (フ ォーラトム、BNFL副 会長)

M.フェルテル (原子カエネルギー協会、原子力協力 。国際計画副理事長)

秋山 守 (日 本原子力産業会議、エネルギー総合工学研究所理事長)

12:30 昼食

13:30 パネル討論 (コ ーディネーター :」 .コルヴィン・原子カエネルギー協会理事
長)

地球温暖化防止のために化石代替エネルギーを大規模かつ効果的に開発、導入
するための課題、障壁を明確にしその解決策を探る。またエネルギー需給問題
を抱えるアジアは、温室効果ガスを削減するエネルギー供給をいかに確保する
か。地球温暖化を防ぐために、先進国と途上国はどう協力すべきか。

<パネル>
深海博明 (慶應義塾大学経済学部教授)

李 志東 (長岡技術科学大学計画経営系助教授)

加納時男 (経済団体連合会地球環境部会長)

その他、パネル1)2よ り若千名

15:00 コーヒーブレイク

15:15 質疑応答、全体討論 “地球温暖化防止の鍵を何に求めるか"(コーディネーター :

森一久 。日本原子力産業会議副会長)

16:15 まとめ



16:30 閉会

17:30 プレスインタビュー (シ ンポジウム主催者側より若千名)

若干の変更の可能性有
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中国のリサイクルセンター計画の概要

蘭州核燃料工場は、西北部に位置 (敦煙市から300km)し、都市部からは隔

離 (周囲の人口は極めて少なく、工場の7～ 8km以内には居住者はいない)して

いるが、交通は鉄道、道路があり、便利である。

周囲の自然環境は、広大なゴビ砂漠の利用が可能であり、降水量 (65mm/年 )

が少なく、風速が強く再処理工場には適している。

サイトの面積は実に1220kぷと広く、従業員は1万人 (家族を入れると3万

人)である。サイト内には建設中の再処理パイロットプラント、使用済み燃料貯蔵

プールのほか、中国内の4地域に建設が計画されている低中レベル放射L廃棄物処

分施設のうちの西北部の施設 (1996年着工、1997年完成予定)がある。ま

た、サイト内は軍事用の原子炉 1基、軍事用の再処理工場 (1968年操業開始)

があったところ。さらに従業員と家族のための生活用品を生産する工場もある。将

来的には、高レベル放射L廃棄物処分場でも有力な候補地の一つでもある。

(再処理パイロットプラントと使用済み燃料貯蔵プール)

配置は次のとおり。

壁

使用済燃料



再処理パイロットプラントの概要

主要建物面積 39, 000ぷ
使用済み燃料再処理場建て屋

工場総長    153.4m
最大幅      45。 35m
地上最高    34.64m
地下最深    -13.5m
建設面積    約20000ぷ
日処理能力   0。 lt・U/d
燃料棒剪断および溶解設備 (通過能力 0。 4t・ U/d)
最終生産物   U03,Pu02
通過能力    0。 3t・ U/d
プル トニウムライン端末は 0。4tU/dのプル トニウム量 0日ち4 kgPU/d)の設

計の基づく。

使用済み燃料貯蔵プール

建築面積 6, 950平方メー トル

クレーン :130t/10t、 最大で 115tの燃料容器を操作できる。

燃料貯蔵 :使用済み燃料の移送および貯蔵等は全てプール内で行う。十分な水

の層による遮蔽が操作員の安全性を確保している。使用済み燃料貯蔵プールの

中に垂直にあまり密集させないように貯蔵棚をおきプールの水の浄化、冷却を

行っている。

40℃および 1.85× 104B Bq/1をたもっている。

lヶ所の50tプール (6× 8.5× 12.7m)、 2ヶ所の250tプ ール (13.2×

8.5× 12.7m)。 増築の余地を残している。

建設スケジュール

本工場は1990年に設計書作成を開始し、 1993年 7月 初期設計並びに建設施工

に着手した。機械試験施設、使用済み燃料貯蔵施設、使用済み燃料再処理パイロット

プラント、研究炉用再処理施設の4つの主要施設からなっており、試験施設は先に建

設され1993年 4月 に完成した。現在同施設では剪断機、制御系統などの試験が行

われている。使用済み燃料貯蔵施設は1995年に建設を開始し1999年に完成予

定である。再処理工場はPllrex方式を採用、 1998年に建設を開始し、2000年
頃に完成の予定である。研究炉用再処理施設も同じ頃に完成の予定である。
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